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「北海道厚真町産ハスカップ（発๐ञ）」の発ച࠲ஊ会が９
月23日、札幌市のキリンϏール株式会社北海道౷ׅ本部で
開かれました。࠲ஊ会には、北海道౷ׅ部長のؙۚढ़ݑさん
や宮坂町長、北海道の振౦部地災害෮ڵ支ԉࣨの大༞
ڵ෮・چࣨ長が出੮し、来年の๊ෛや振౦部地の෮ن
などについてҙݟを交わしました。

町内産のハスカップをݪྉにしたクラフトϏール「北海道
厚真町産ハスカップ」は、同社ؔ会社のスプリングόレー
ϒルϫリー株式会社が、昨年からしています。今年も９
月４日から、౦ژ内にあるؔ会社の営レストランでൢ
ചし、ධを得ました。

ഋし、出੮ऀはさわやסஊ会の಄、クラフトϏールで࠲
かなຯわいにসإをこぼしました。Ҿきଓき行われた࠲ஊ会
で、ৢの୲ऀは「社員自らがऩ֭したハスカップをい
ました。ఱީのӨڹで小ཻだったようですが、ೱ厚なຯや߳
りがධで、༧定よりૣくചしました。来年度のৢもݕ
౼したい」とલきなҙݟを൸࿐。宮坂町長は「෮چが進Έ
ෆ҆は取りআかれつつあり、ݩの輝きを取りしたい。市
部の人を受け入れ、ࢄ型社会に取り組Έたい」と今ޙの取
り組Έについて๊ෛをड़べました。

ްਅ࢈ϋスカップを༻ͨ͠
ΫϥϑトϏーϧൃച࠲ஊձ

ボランティアグループ「あΏΈ会」が、今年度の第
44回道新ボランティアྭ賞を受賞し、ശ࡚ྙࢠ会長
らが９月24日、宮坂町長に受賞を報告しました。

ެӹࡒ団๏人北海道新ฉ社会ࢱ振ڵ基ۚなどが、道
内で活༂するボランティア団体を毎年、表জしていま
す。今年は、ಛผ賞̍団体とྭ賞９団体の合10ܭ団
体が受賞しました。ശ࡚さんは「地域のためにؤுりま
す」とޠりました。

͋ΏΈձ͕ไ׆ಈのडใࠂ

国ࡍロータリー第2510地۠（北海道部）Ψόナーの
Ҫޛܟさんらが９月25日、町役場を๚れ、ܰ༻ं̍を
寄贈しました。

環境に༏しいハイϒリッドのۦྠ࢛ಈंで、ޡ発進੍機
などの҆全備も備えています。役場ிࣷલでキーを受け
取った෭町長は「大にわせていただきます」と
し、Ҫさんは「業務に役ཱててください」としました。

ローλϦーΫϥϒ͕ࡍࠃ
ொʹܰࣗಈं寄贈

上厚真小学校の̑年生13人が９月28日、幌内地۠
を๚れ、振౦部地で่མしたࣼ໘に学校で育てた
බ約30本を植थしました。ࣇಐたちは、スコップ
で݀を۷り、ஸೡに土をかぶせてྛ࠶生をئいまし
た。

่མࣼ໘の植ྛは、町や/1O๏人きたωット、
振ྛ業青年部の主催です。振౦部地によるྛへ
のӨڹを࣮体ݧしてもらい、の࠶生を௨͡てক来の
の࢟を感͡てもらうのが目的です。振ྛ業青年部
は、බをकるためのࣛࡤをఏڙ。きたωットと
ྛのอ全活ಈなどを行っている/1O๏人ۙ自વづ
くり協会（౦ژ）のؔऀなど約20人がࢦಋしまし
た。

。؍る่མࣼ໘をಐたちは、地の௺あとがࣇ

୲ऀから「高さ30ｍ΄どに育つのに50年以上かか
ります」とઆ໌を受けて感৺しきり。昨年７月から学
校で育てたミズナラやϠチμϞなどのබをͻと株ͣつ
ࣼ໘にҠ植しました。

Ҫ内ຏ校長は「ྛ࠶生の第一าにؔわれること
は、ࢠどもたちにとってوॏな経ݧです。今ޙの町の
෮ڵのプラスになるとࢥいます」とޠり、ࣇಐは「地
で無くなったがݩ௨りになってཉしい」としま
した。

ʮݩのʹͬͯͶʯ
্ްਅখ̑ੜ่͕མࣼ໘ʹ২थ

一ൠ社団๏人北海道土地վྑ設ܭ技術協会（札幌市、堀Ҫ
会長理事）は10月12日、振౦部地の支ԉۚ500ສ݈࣍
ԁを町に寄しました。

協会の寄は、̏年連ଓ̏回目。町を๚れた堀Ҫ会長は
「ඃ災地෮ڵのために、༗ޮに活༻してください」とし、
町長に目録を手しました。宮坂町長は「օさんの支ԉのお
ӄで、一ࠁもૣい本֨෮چを成し͛ます」とおྱをड़べ、
堀Ҫ会長に感謝状を贈りました。

北海道地վྑઃٕܭज़協ձ͕寄

町社会ࢱ協ٞ会は10月６日、厚真ࣇಐ会ؗのू会ࣨで土ث
づくり体࠲ߨݧを開き、参加した約20人は、সإをුかべなが
ら೪土でثを作りました。

さんらが務めました。参加ऀは、೪土סは、学ܳ員のࢣߨ
をこͶてͻも状にしてॏͶ、何度もࢦઌにਫをけながらԜತを
平らにしてೄの༷をࢪしました。をってくぼΈをつけたり
突ىをࢪすなど、いͣれもݸ性的な作品に上がり、ຬな出来
ӫえにসإでVαインする人もいました。土ثは、ͻと冬かけて
自વס૩し、来य़、たきՐでমき上͛て成するͦうです。

ͮ͘ثΓऀྸߴ　࠲ߨʹসإ

宮坂町長に受賞を報告する෭会長の෯田རࢠさんと会長
のശ࡚さん（左から）

町長に寄の目録を贈った෭会長理事の中Ҫࢠさん
と堀Ҫ会長理事（左から）

をつくるث学ܳ員（左）から手΄どきを受けて土ס
参加ऀ

クラフトϏールでסഋする大ࣨ長
と宮坂町長とؙۚ本部長と、リϞー
トで参加した౦ژの営レストラン
のݹ३一さん（左から）

߳り豊かなຯに上がった
厚真町産ハスカップの

クラフトϏール

ंのキーを෭町長に手すΨόナーのҪさん（左）
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３歳以下のお子さんの写真を募集しています。住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両親の氏名（ふりがな）、
電話番号を明記の上、まちづくり推進課企画調整グループへ。　〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

まちの
アイドル

こなや ゆらちゃん（3）さいとう がくくん（3） さわぐち けいやくん（3）

厚真スローイング　佐藤遙斗さん（厚真中学３年）
・第24回道央中学陸上競技選手権大会〔８月８日～９日、千歳市青葉陸上競技場〕
種　目：800ｍ　成　績：２位（標準記録突破、全国大会出場）
・全国中学生陸上競技大会2020〔10月16日～18日、日産スタジアム（横浜市）〕
種　目：800ｍ　成　績：決勝進出、全国７位入賞

町
民
の
活
躍

町
民
の
活
躍 ◉大会やコンクールなどの結果について情報をお寄せください。

教育委員会 生涯学習課 社会教育グループ ☎27-2495 （毎月15日まで）
賞状を手に初の全国大会出場と
入賞を喜ぶ佐藤さん

JAとまこまい広域（宮田広幸代表理事組合長）の代表理事専
務、堀弘幸さんらが10月７日、町に厚真産の新米「さくら米」

（ななつぼし）50kgを寄贈しました。
堀専務は「今年は、平年作以上の作柄で、高品質米ができまし

た。豊穣が期待されます」と報告。宮坂町長は「すでに、何度か
新米を食べましたが、非常においしかった。素晴らしいお米を届
けていただきありがとうございます」と感謝しました。新米は
10月15日、こども園と小・中・高校の学校給食として振る舞わ
れました。

JA とまこまい広域　 新米 50㎏を寄贈

市街地の花壇を冬支度
町は10月15日、町商工会女性部（上田輝美部長）やボランティ

ア団体・花フレンズの協力を得て、市街地にある86カ所の花壇
の冬支度を行いました。

市街地の花壇は、環境美化などを目的に町が「市街地環境整備
事業」の一環として手掛けています。今年は、６月からペチュニ
アなど約1,000株の花を植えて、花壇を管理してきました。冬支
度には、約30人が参加し、花を抜き取って土をならし、来シー
ズンに備えました。

町は10月16日、小型無人機ドローンの操縦技術や専門
技術が学べるJUAVACドローンエキスパートアカデミー
北海道校（札幌市、株式会社ドリームベース運営、昨年４
月開校）とパートナーシップ協定を結びました。

同校と道内自治体の協定締結は初めて。同校は、フライ
ト基本技術や測量基本技術など４つのコースを開設し、専
門的な人材を養成しています。町は、ノウハウを受けなが
ら、まちづくりや地域経済の活性化などを図ります。

協定書によると、町が主催する各種行事でドローンへの
町民の理解や啓発の場を設け、防災訓練での連携や災害時
での協力など、双方で連携を強化することなどが盛り込ま
れています。宮坂町長と同校運営会社の伊豆正則代表取締
役社長が協定書に署名し、文書を交わしました。

ドローンエキスパートアカデミー
北海道校とパートナーシップ協定

新米を贈るJAとまこまい広域の斉藤義幸理事と
堀弘幸代表理事専務、宮坂町長、遠藤教育長（左
から）

協定書を交わす宮坂町長と株式会社ドリームベース
代表取締役社長の伊豆正則さん




